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その声がしたとき、そこにはイエスだけが

おられた。弟子たちは沈黙を守り、見たこ

とを当時だれにも話さなかった。 

（ルカによる福音書 9章 36 節） 

 

毎年 8月 6日、聖公会では「主イエス変

容の日」をおぼえてお祈りします。変容と

はイエス様の姿が山の上で変わり、イエス

様が神の子であるということが啓示され

た出来事です。 

 

ペトロとヤコブとヨハネの三人の弟子

たちは、イエス様と共に山に登り、その様

子を間近に見ます。そして栄光に包まれる

イエス様を見たときに、もうこの場から離

れたくないと思ったことでしょう。わたし

たちはどうでしょう。もし今、光り輝くイ

エス様が目の前に現れたとしたらどうす

るでしょうか。イエス様の弟子ペトロは、

イエス様にこのような提案をします。 

 

「先生、わたしたちがここにいるのは、

すばらしいことです。仮小屋を三つ建てま

しょう。」 

 

彼はどうしてこのようなことを言った

のでしょうか。わたしには少し分かるよう

な気がします。この喜びのときを終わらせ

たくなかった。いつまでも栄光に包まれた

イエス様のそばにいたかった。少しきつい

言い方をすれば、「恵みを独り占めしたか

った」とも考えられます。 

 

イエス様は彼ら三人の弟子たちだけを、

山に連れていきます。他の九人の弟子たち

は麓に残されたままです。自分たちは特別

だという気持ちはなかったでしょうか。ま

た群衆も、山についてくることは許されま

せんでした。ペトロたちに、自分たちは選

ばれた者だ

という思い

があっても

不思議では

ありません。 

 

しかしイ

エス様は、山を下ります。それは彼の栄光

を本当に必要としている人は、麓にいるか

らなのです。もしイエス様が山にとどまっ

たままだったら、誰が自分の力だけでイエ

ス様の元にたどり着くことができるので

しょうか。すべてを捨てて、イエス様がい

る場所にまで到達しなければ救われない

としたら、誰一人、その恵みにあずかるこ

となどできないのです。 

 

イエス様は誰のために来られたのか。そ

れは自分の力で歩くことのできない人の

ためです。どこにイエス様がいるのか、ま

ったくわからない人のためです。神さまに

背を向け、もがき続けている人のためです。

イエス様はその人たちに手を伸ばし、共に

歩んでくださるのです。 

 

もしあなたがすでにイエス様に出会っ

ているならば、祈りましょう。「どうかわ

たし以外のところにも、イエス様、行って

下さい。隣に今、悲しんでいる人がいます。

苦しみの中にある人がこんなにもいます。

どうかその人と共にいて下さい」と。イエ

ス様は必ず、すべての人に神さまの愛を届

けてくださいます。 
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